
同
恰
ふ
に
。
人
事
の
凡
て
代
、
何
髭
迄
も
不
如
意

で
有
る
か
、
・
：
時
代
の
思
潮
も
公
論
も
、
皐
な
る

空
理
、
空
論
‘
空
想
と
し
て
、
時
九
ふ
も
の
よ
り

常
に
取
り
残
さ
れ
る
の
で
有
5
0
Mタ
イ
ム
線
上
に

す
一
つ
て
・
過
ぎ
じ

L
去
年
を
省
れ
ば
、
只
時
代
の

輿
論
と

L
て
、
放
言
と

L
て
・
又
時
代
の
議
物
と

L
て
、
改
出
品
て
ふ
抽
出
字
が
、
比
の
宇
宙
に
、
遺
跡

L
て
肘
h
h
耳
で
あ
つ
れ
、
中
水
化
徹
底
的
に
．
何
晴
曹

の
改
造
も
、
見
な
い
の
で
代
無
い
か
・
鳴
呼
！

現
代
の
批
曾
は
、
飴
い
極
的
食
川
刊
に
餓
え
て
反

る
・
同
時
に
肉
的
食
物
に
も
非
常
に
、
飢
え
て
居

る
の
で
有
る
。
然
L
霊
的
食
物
に
不
足
ら
告
げ
な

か
っ
仁
な
ら
ば
、
其
曲
闘
に
騎
跡
的
活
動
に
悶
っ
て

肉
的
即
ぢ
物
質
的
食
物
や
求
め
獲
る
事
同
必
然
的

で
有
る
。
古
人
材
H

「
足
衣
食
而
知
麓
節
」
と
て
・
先

づ
比
の
飢
渇
品
刊
に
。
バ

y
t、
水
と
や
拠
へ

L
、

E
叫
ん
ド
い
が
、

H
記
れ
比
婆
す
あ
じ
、
帥
刷
紳
的
数
単
震

や
充
分
に

t
、
－
妖
庁
、
ド
飽
食
め
遺
品
川
叶
仁
な
ら
げ （ー）

磁
識
も
知
リ
、
節
操
も
震
λ
？’
Z
事
か
、
出
来
あ

の
で
布
芯
。
然
L
、
現
在
に
就
け
ば
、
泊
な
〈
L

イ
縫
械
の
箆
絡
は
翠
・

2
鰍
い
事
同
‘
事
賓
で
有
志

・：・
z見
仁
角
、
枇
舎
は
口
一
日
と
、
複
雑
繁
多
に

骨
闘
っ
て
行
く
の
で
有
品
。
幡
随
っ
て
救
護
た
求
む

芯
聾
は
、
次
第
に
凄
じ
〈
な
る
の
で
有
品
。
吾
人

青
年
求
道
者
の
血
肉
は
‘
常
に
恒
に
醐
際
働
L
て
止

ま
な
い
二
如
何
に
も
し
て
、
此
の
脳
内
標
す
ぺ
き
場

経
か
ら
・
訪
銭
へ

Z
可
憐
の
群
羊
為
、
花
の
簡
に

導
き
出
さ
な
け
れ
伐
な
ら
な
い
、
重
且
つ
大
な
る

責
め
を
・
王
国
人
民
有
っ
て
反
る
の
で
有
る
・
然
も

t
A
打
、
闘
家
批
曾
よ
り
‘
常
に
保
護
や
受
げ
、
一
不

導
や
待
つ
苦
々
は
、
只
心
計
り
あ
ぜ
っ
て
も
、
．

・
：
亦
大
な
る
希
望
は
、
不
断
に
把
持
L
て

M
て
も

手
島
出
す
事
が
出
来
な
い
。
却
ち
自
己
や
知
り
、

白
己
奇
数
H
V
得
ざ
お
者
が
、
如
何
；
て
、
化
他
の

議
に
の
ソ
晶
、
得
．
へ
晶
、
。
？

配
問
調
宗
祖
の
・
「
一
丈
の
務
や
醤
え
ぎ
あ
お
何

ぞ
十
丈
廿
丈
の
訟
や
越
ん
目
下
」
。
：
；
：
御
訓
示
の
知

く
で
有
る
。
吸
戦
時
代
修
餐
時
代
に
在
っ
て
ぼ
化

他
に
出
づ
る
に
害
、
、
そ
あ
れ
・
化
祭
す
Z
院内代－

m四
A
V
で
慾
ろ
伐
仰
ル
冷
ま
す
の
喧
憶
が
者
Z
。
然
L

修
且
安
積

b
a行
愈
々
到
れ
げ
．
踊
々

K
L
て
寅
祉

曾
に
m
m
入
L
て
、
不
自
惜
身
命
の
活
動
や
開
始
す

る
決
心
で
あ
る
。

此
の
重
轡
d
u
z
源
山
に
細
い

f
＼
慣
ら
立
て
る

同
悠
令
は
来
る
年
も

f
＼
現
朕
維
時
の
織
で
は
宿

る
が
・
げ
に
月
に
発
展
L
つ
h

あ
る
の
席
、
宥
品
。

欧
れ
も
幸
に
、
務
質
の
御
示
導
と
、
援
助
と
に
よ

る
も
の
と
傑
識
す
る
次
第
で
有
る
・

大
正
九
年
度
に
於
け
ろ
総
合
は
‘
四
月
廿
八
日

の
士
口
辰
や
卜
L
て
、
開
催
し
に
。
キ
な
る
決
議
阜
県

は
。
総
則
第
八
縁
、
講
演
部
細
則
・
第
十
篠
・
第

十
五
傑
一
削
除
〉
及
ぴ
‘
運
動
部
細
則
第
八
、
丸
、

十
除
、
強
に
女
曲
学
郎
細
則
第
れ
傑
・
雑
誌
縫
覧
所

規
則
第
二
僚
の
、
新
加
訂
で
有
つ
ト
ト
。
五
月
サ
五

日
正
リ
一
週
間
‘
豆
州
相
州
方
面
ド
、
体
事
族
行

た
行
つ
れ
、
：
・
其
の
節
、
御
芳
志
や
恭
ふ
L
K
、

各
寺
院
政
に
、
信
徒
各
位
に
．
銘
謝
致
す
衣
第
で

あ
あ
。
七
月
に
到
つ
て
の
事
生
大
畠
官
、
允
も
防
総

合
り
名
討
な
隊
れ
て
民
ろ
が
．
・
・
・
曲
学
生
一
一
同
慌
霞

な
態
度
で
‘
親
L
〈
接
続
の
愛
展
策
に
努
力
L
れ

事
口
、
銃
知
の
加
く
で
有
る
・
次
に
木
血
事
院
校
悼
酬

の
M
M内

x．
：
・
允
も
本
事
院
と

L
て
、
緊
急
問
題
は

c 85 ) 



警
少
な
る
も
、
蔦
事
が
一
時
・
ド
賞
現
ず
る
警
同
、
兵
掛
布
（
各
雑
誌
新
聞
批
へ
）

鏑
木
に

t
リ
て
、
魚
や
求
む
る
が
知
L
で

有

島

。

一

、

新

聞

侍

遊

山

校
誌
の
如
ゐ
＼
即
ち
串
生
の
統
一
標
的
に
L

て

、

一

、

宣

倖

布

教

且
つ
墜
院
の
生
命
で
あ
ろ
。
放
に
‘
膏
人
は
此
の
ー

校
旗
の
前
に
膝
曲
い
て
は
、
白
自
覚
白
置
の
精
神
や
一
、
名
士
講
演
（
招
聴
）

捧
げ
、
而
L
て
勇
笠
通
進
す
べ
き
・
盟
芝
税
漏
一
、
警
告
筆
配
布

ず
る
の
で
あ
あ
。
此
の
間
眼
樹
立
式
は
昨
秋
紅
葉
一
、
嘗
日
一
校
内
慶
讃
装
飾

色
深
き
十
月
七
日
続
く
事
租
の
御
前
に
於
い
て
孝
典
除
琵
琶
歌
、
茶
番
、
以
上

行

し

れ

、

ハ

紀

念

運

動

曾

開

催

〉

然

L
、
一
事
業
や
遂
行
す
る
の
も
、
源
動
力
の
問

此
の
大
正
辛
酉
は
、
世
界
的
組
念
歳
で
有
品
。
四
四
で
有
ろ
。
遺
憾
な
が
ら
右
項
目
中
、
園
書
閲
覧

放
に
何
慮
迄
も
・
有
意
義
に
送
ら
M
H

ば
な
ら
ね
。
蕊
所
建
設
、
新
聞
得
道
の
二
項
目
は
、
中
止
し
て

に
養
崎
町
公
舎
も
微
カ
な
が
ら
衷
心
以
て
、
型
組
の
是
に
代
ふ
可
争
、
永
久
的
事
業
や
開
始
し
れ
。
先

鴻
恩
に
報
ゆ
ろ
篤
め
に
、
客
歳
十
二
月
初
旬
以
来
づ
其
の
基
金
積
蓄
方
法
正
し
て
、
勿
論
犯
念
事
業

聖
誕
事
泌
総
念
事
業
の
れ
め
準
備
委
員
ル
選
出
L

で
有
る
が
、
宗
組
の
御
宵
像
や
議
第
L
て
・
諸
彦
に

準
備
舎
や
敏
団
関
い
わ
い
。
事
業
は
、
左
の
項
目
で
分
譲
す
る
事
に

L
R。
：
：
：
漸
〈
後
芽
L
始
め
れ

有

つ

れ

。

事

院

同

窓

曾

も

、

只

自

動

的

の

み

で

は

、

到

底

受

一

、

圃

書

閲

覧

所

建

設

来

な

い

の

か

ら

で

有

え

他

動

的

大

後

援

や

仰

ヤ

一
、
施
山
出
身
同
志
曾
創
立
（
別
項
次
第
で
有
ろ
。
思
へ
！
玉
尺
の
小
人
、
九
暦
の

定
尾
に
あ
A
リ

）

塞

ル

築

〈

事

あ

る

そ

！

最

後

に

一

po、
四
海

一
、
雑
誌
棲
紳
楼
刊
（
特
別
倍
大
城
）
蹄
妙
の
日
｝
泣
か
ん
事
や
ら
。
図
に
大
正
九
年
度
本

舎
の
役
員
は
左
の
知
1

一

、

型

施

御

宵

像

並

に

御

異

蹟

寄

贈

曾

長

小
泉
院
長
、
現
下

副
命
園
長
崎
北
合
計
監
督
閥
本
取
崩

運
動
部
長
遠
藤
教
授

主
任
幹
事
小
林
貞
宜

女
阻
宇
部
長
字
国
川
教
授

主
任
幹
事
岡
輔
副
修

議
演
部
長
期
（
棉
）
教
授

主
任
幹
事
結
城
端
光

合
計
主
任
幹
事
井
上
諸
将

（
巳
上
鳴
月
記

J

( 8時）

（
ニ
）

三
月
十
七
日
に
は
本
摩
院
第
九
回
卒
業
式
が
行
は

れ
れ
、
績
い
て
講
演
部
々
長
堀
龍
淳
師
留
事
生
藤

田
光
肇
削
並
に
卒
業
生
諸
君
に
針
L
て
送
別
茶
静
岡

曾
が
開
か
れ
れ
れ
街
叉
同
総
舎
幹
事
改
選
も
行
つ
れ

四
月
に
は
制
帽
が
改
五
さ
れ
h
i
－
－
－
私
達
は
若
々

し
い
然
も
緊
張
L
き
つ
れ
気
分
与
以
て
此
の
犯
念

大
節
を
迎
へ
る
震
に
演
説
宇
幻
燈
布
教
は
勿
論
の

事
警
管
鎗
や
問
布
し
て
ゐ
る
叉
毎
夜
八
臨
時
か
ら
身

延
街
道
に
立
っ
て
道
路
宣
得
た
L
て
ゐ
る
主
熱
心

な
人
々
が
傾
聴
L
て
〈
れ
る
の
で
践
に
喜
ば
し
い

今
岡
本
山
の
大
法
要
に
夜
曲
さ
れ
た
寺
院
方
代
総

等
の
此
の
浮
業
じ
多
大
の
讃
同
ら
さ
れ
中
に
も
第



二
合
登
山
寺
院
方
が
滋
企
と
な
り
附
山
の
古
阿
見
僧

正
埼
玉
の
宮
川
信
正
の
御
ニ
方
が
種
々
一
斡
旋
の
勢

為
、
と
ら
れ
布
教
笠
傷
兵
他
事
抽
出
の
補
助
費

K
L
て

金
同
聞
や
寄
贈
ぜ
ら
れ
た
ハ
報
告
は
天
鼓
紙
上
所
載
）

に
謝
し
て
厚
〈
感
謝
や
夫
す
‘
吾
々
は
物
質
の
多

少
や
問
は
ず
血
学
院
将
来
の
鴛
宗
門
前
途
の
篤
に
熔

接
し
て
下
さ
る
先
輩
諮
貨
の
好
意
は
勝
て
宗
門
中

堅
主
し
て
活
動
す
る
時
比
百
れ
が
何
ra
り
の
報
恩
で

あ
る
と
信
じ
て
ゐ
る
鐙
々
自
筆
L
努
力
し
て
如
説

修
行
の
奮
闘
や
休
綴
ず
る
事
や
警
ふ
・
も
の
で
あ
る

終
り
に
此
の
媛
瀞
が
蹴
に
溌
行
さ
れ
あ
筈
で
あ
っ

十
い
が
種
々
の
事
情
で
延
引
し
れ
殊
1

大
法
要
に
懸

か
っ

k
の
で
思
つ
れ
ト
£
り
退
く
な
つ
れ
事
や
不
惑

御
諒
駒
R
L願
ひ
わ
い
い

図
に
本
曾
の
役
員
全
暗
記
さ
げ

向
山
宮
川
晶
百
h
y

長

同

副

曾

長

粂
舎
計
監
督

合
計
主
任
幹
事

女
島
宇
都
々
長

同

幹

事

犯
動
潔
々
長

小
泉
院
長
続
下

倒
木
教
問

結
城
端
光

字
問
川
教
授

森
田
一
搾

法
師
陣
教
授

同

幹

事

講
演
旅
ご
い
共

同
幹
等
ち

富
岡
海
背

中

本

定

紅
附
郎
官
民
国
労

ハ
K
・

Y
）

A
文
皐
部
か
ら
マ

一
例
鶏
の
一
撃
に
、
愈
々
聖
誕
士
．
白
の
幕
は
開
か

れ
‘
而
も
、
天
地
の
叫
品
物
や
L
て
、
悉
く
鐘
化
ぜ

L
め
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
鳴
呼
意
義
わ
る
大

正
十
年
、
却
叫
も
本
化
末
流
に
浴
す
ろ
奇
人
目
、
只

－
無
怠
球
に
‘
此
の
大
筒
も
底
流
す
る
事
は
‘
詩
人

の
内
心
、
之
や
赦
さ
な
い
所
で
有
る
。
即
ち
・
是

の
犯
念
氏
た
し
て
・
有
意
義
に
背
番
L
h時
、
：
ぜ

め
て
も
の
事
、
大
型
の
鴻
恩
に
、
一
微
曜
も
報
心

得

k
．
比
川
曲
胞
に
於
い
て
・
始
め
て
・
減
一
印
刷

L
且
つ

亦
目
出
度
げ
れ
の
、
同
晶
表
が
胡
切
れ
る
の
で
同
無
い

か
。
蕊
に
於
い
て
、
長
人
待
に
青
年
求
道
者
は
、

大
な
る
白
賓
と
そ
4
L
て
‘
強
硬
な
Z
自
信
の
下

に
‘
此
の
年
や

L
て
、
貧
際
的
K
．
意
義
あ
ら
仁

め
れ
ば
な
ら
ね
．

談
に
脊
同
総
合
実
拳
部
も
、
時
諸
事
業
の
一

K

L
て
‘
組
問
叉
布
教
師
情
謎
の
一

K
L
て
、
雑
誌
は
紳

記
念
品
廿
別
倍
大
城
ゐ
‘
緩
行
す
る
事
に
L
h
i
。
尤

も
此
の
棲
抽
脚
は
、
毎
年
一
回
受
行
と
な
っ
て
．
目
的

る
の
で
有
る
が
‘
内
部
の
都
合
上
、
大
正
八
九
の

ニ
ヶ
年
は
休
刊
L
h
。
放
に
含
負
諸
彦
に
誌
諮
ら

乞
ふ
次
第
で
有
る
。

品中川
V

に
組
念
事
業
の
一

K
L
て
、
同
志
曾
（
別
項

に
あ
リ
）
な
る
者
が
生
れ
れ
。
是
の
舎
に
依
v

て

向
学
院
関
係
者
諸
賢
k
奮
情
念
叩
温
め
、
且
つ
蜘
貝
朕
九
、

相
遁
ず
る
好
機
舎
も
多
々
な
ら

L
め
ん
と
す
る
の

で
わ
る
。
持
に
此
底
に
切
望
す

Z
の
は
、
勿
論
舎

員
及
ぴ
、
含
友
の
親
善
も
計
五
銭
め
で
ぼ
わ
る

が
、
自
今
己
後
棲
榊
溌
行
に
際
L
て
、
貨
の
人
も

問
は
ボ
J

・
原
稿
や
賜
り
皮
ひ
の
で
ん
わ
‘
日
正
れ
‘

慨
に
官
一
践
場
校
に
在
る
諸
賢
口
、
寺
門
の
材
料
値
官
、

或
は
布
教
停
道
の
、
経
験
た
さ
れ
従
っ
て
其
れ
込

般
題
さ
れ
る
な
ら
ぼ
其
患
に
幾
多
の
興
味
は
味
は

同
な
る
事
で
あ
る
、
後
撃
の
徒
は
・
将
来
曲
折
波

糊
の
多
い
、
大
海
や
彼
ら
れ
れ
な
ら
ね
か
ら
希
望

す
る
の
で
あ
あ
、
時
開
賞
品
苧
に
誌
と
ぜ
ち
れ
£
。

品－
u
さ
に
此
の
雑
誌
楼
神
が
靖
識
者
諸
賢
の
・
研
究

の
一
助
と
も
な
る
な
ら
ば
‘
＃
中
甚
主
制
削
ふ
ぺ
舎
で

ゐ
ろ
が
一
光
市
明
曾
誠
に
過
ぎ
な
い
の
で
ゐ
る
か
ら
不

備
で
ん
ろ
に
も
不
湖
、
障
問
讃
希
望
の
申
込
み
が
、
問
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セ
ム
7
＼
か
‘
年
一
一
凶
の
夜
行
で
・
耐
も
非
賞
品
で

わ
る
か
ら
、
御
希
望
山
方
は
、
御
一
報
給
ち
ば
‘

地
既
刊
毎
に
、
詮
付
す
る
み
相
御
承
知
願
び
れ
い
。

棚
澗
宜
干
に
際
し
て
、
失
潟
な
が
ら
木
曾
へ
、
書
籍

雑
誌
等
御
鱈
奥
核
下
仁
詩
彦
に
虞
み
て
、
感
謝

の
意
や
表
す
る
次
第
で
ゐ
品
。

問
に
雑
誌
宮
町
館
者
の
芳
名
や
銭
き
ば
。

大

崎

製

報

東

京

日

蓮

宗

火

感

殿

天

業

民

報

同

川

天

業

民

報

社

殿

日

宗

務

間

同

日

出

羽

新

聞

社

殿

太
陽
。
中
央
公
諭
。
大
観

同

望

月

軍

四

郎

殿

雄
録
。
貸
業
之
日
本
。
現
代
・

同

望

月

啄

凶

郎

殿

同

森

江

書

店

殿

同

佐

藤

慈

典

殿

千
葉
天
滋
枇
殿

同

丸

山

勝

穏

殿

大
阪
日
蓮
唯
宗
一
閣
殿

同

わ

さ

び

枇

殿

同
岬
唱
導
社
殿

靭
鮮
園
教
社
殿

一一一貧
東
洋
背
事

天
鼓

宣
明
庵

唯
一

わ
さ
び

唱
導

繍
教

ウ
扇
風
苧
雑
誌
静
附
し
品
川
一
泉
町
川
股

日
宗
車
問
年
山
梨
日
宗
青
年
曾
殿

脱

苦

同

蹴

北

向

社

殿

戦

友

本

校

波

透

泰

深

殿

符

人

東

京

加

古

時

安

四

郎

厳

日
造
血
苦
人
百
字
讃
鱒
百
五
十
郎
・
静
附

静
岡
高
凶
惑
必
殿

大
坂
得
議
問
殿

己
上
前
川
月
詑
〉

1等
遭i

l
i－
－
』
骨
両
日
品
晶

g
E
U
A

講
演
郵
か
ら

古
紙
思
想
表
現
の
中
刀
法
主

L
て
採
則
ぜ
句
れ
来

つ
ト
い
も
の
に
山
岡
市
論
と
女
晶
子
と
の
こ
つ
が
め
る
某

の
中
で
も
緋
論
は
文
章
に
比
し
て
斑
接
人
心
に
訴

へ
夜
接
り
効
果
が
得
ら
れ
る
、
此
の
事
は
議
政
上

の
大
綱
子
肌
克
a
t・
一
闘
の
政
治
や
左
右
す
5
4噌
見

れ
ぼ
明
ら
か
で
わ
る
、
殊
に
宗
教
家
に
あ
り
て
は

其
の
思
磁
波
表
の
形
式
は
嬬
論
や
以
っ
て
第
一
－
と

す
る
搾
辱
に
於
て
己
に
然
リ
宗
祖
に
於
て
も
父
其

れ
や
れ
足
る
き
れ
ば
正
義
の
光
明
、
人
心
の
趨
鴎
も

啓
示
す
る
水
化
門
下
に
わ
り
て
は
一
一
官
に
、
待
論

の
必
妥
や
認
識
ぜ

μ
は
な
ら
い
ぺ
巧
主
同
令
色
鮮
無

仁
私
教
之

A
言
敏
行
不
古
賀
行
か
主
張
す
る
思
惣

じ
依
っ
て
馴
ら
さ
れ
れ
道
徳
律
た
以
て
山
口
由
民
楢

ル
山
内
廃
す
る
が
知
舎
は
枇
曾
的
活
動
や
第
一
義

t

す
る
青
年
僧
侶
の
憤
慨
に
犠
え
ぎ
る
所
て
ゐ
子
会
、

文
化
生
活
の
今
日
個
人
的
費
混
は
入
額
共
事
の
本

穂
与
問
問
L
て
暗
黒
な
り
L
迄
套
の
恩
師
岨
ら
一
蹴

L
去
り
枇
曾
連
帯
の
観
念
ド
基
礎
付
げ
て
我
に
覇

ず
る
公
平
な
且
つ
美
I
－
争
喫
関
与
人
紙
の
品
目
界
に

剣
道
ぜ
ん
と

L
・
均
等
の
機
曾
や
要
求
L
て
止
主

な
い
の
で
あ
る

知
新
時
代
の
趨
勢
同
自
向
諮
注
に
自
己
の
所
信

ル
民
剣
に
臨
時
な
く
公
明
に
泊
先
宗
一
す
ぺ
き
で
其
慮

に
雄
同
掃
の
生
命
が
溢
れ
流
れ
て
印
刷
る
、
陰
惨
よ
り

明
快
に
宗
純

L
リ
純
疋
に
捕
時
換
す
Z
道
程
は
言
論

の
カ
に
侠
つ
所
多
い
八
で
わ
5

同
志
得
子
説
法
常
業
相
能
可
制
慾
悲
於
一
切

不
レ
生
ニ
慨
怠
心
－

安
祭
の
行
に
修
練
ぜ
あ
大
聖
の
雄
熔
は
今
何
ほ

人
頬
の
礎
醒
や
強
要
L
て
ゐ
る
、
明
誕
重
山
崎
七
百

年

何

k
感
銘
の
深
い
年
で
同
は
な
い
か

抽
吐
体
常
時
の
燈
機
舎
が
穂
山
事
院
講
演
部

t
改
隅
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さ
れ
て
慨
に
累
積
十
年
、
不
断
の
努
カ
は
理
想
に

現
貨
に
雄
鰭
の
華
氏
咲
き
飢
れ
勲
畿
の
炎
は
燃
え

上
っ
て
い
る
の
で
ゐ
る
、
事
院
の
充
賓
と
相
倹
っ

て
講
演
部
も
枇
令
的
に
順
失
跡
翼
民
L
f・衆
h
・
e
肉

循
姑
息
な
制
約

t
り
解
放
さ
れ
て
内
部
に
深
〈
潜

ん
で
対
れ
延
嶺
の
特
長
れ
る
新
L
い
気
分
が
遠
V

ら
さ
る
将
来
に
於
て
質
調
切
さ
れ
る
事
k
信
ず
る
・

英
の
第
一
歩
と
も
云
ふ
べ
き
か
大
正
八
年
十
月
東

京
に
於
て
開
催
さ
れ
れ
全
国
中
事
雄
隷
大
官
4
り

招
待
ぜ
ら
る
L
A
Z
Y
皐
院
4
り
森
田
一
一
擁
君
出
席

L
芳
一
流
の
雄
鮮
や
振
は
れ
都
下
の
新
聞
に
共
の

能
絡
や
報
導
さ
れ
れ
又
昨
年
十
－
月
日
蓮
宗
中
園
学

主
催
都
下
中
血
事
聯
A
E
懸
賞
雄
縛
大
舎
に
は
間
観
修

紡
城
端
光
の
耐
震
出
席
さ
れ
れ
名
春
〈
雄
線
二
月

械
所
総
）
あ
あ
月
桂
冠
た
捷
ち
得
台
。
猶
猶
六
年

五
月
静
岡
明
治
舎
符
に
於
い
て
日
蓮
宗
申
事
の
主

催
に
か
L

る
現
誕
七
百
年
組
念
会
園
中
等
準
校
雄

線
大
舎
に
は
江
原
亮
勇
君
が
出
席
L
て
同
君
燭
待

の
省
棲
郡
婦
や
娠
は
れ
快
探
や
博
L
h

実
化
的
要
求
に
従
っ
て
膨
脹
し
て
来
れ
講
演
部
が

完
全
や
期
す
る
に
は
猶
幾
多
の
歳
月
婆
す
畠
は

勿
論
で
あ
る
、
然
L
軍
H

世
帯
は
今
後
周
到
の
仲
間
怠
ら

抽
明
日
V

冷
縛
な
理
伎
の
光
明
に
照

L
a理
正
義
の
冒
持

者
K
Lて
雄
縛
る
像
機
す
品
質
悟
で
な
け
れ
ぽ
な

ら
ね

口
従
来
賞
地
布
教
海
へ
選
出
L
K緑
士
の
資
格
者

は
高
等
部
令
限
ら
れ
L
が
中
等
部
五
年
級
の
筑
争

な
る
要
求
に
膿
じ
山
内
布
教
の
前
誘
を
許
可
す

ロ
講
演
部
の
懇
切
な
る
依
頓
に
際
じ
快
諾
ぜ
ら
れ

れ
る
諸
先
軍
や
名
託
す
れ
ば

大
月
日
二
軍
吉
道
尊
問
中
智
暴
先
生

七
月
十
日
世
界
の
大
勢
と
尼
港
開
砲

側
内
陸
軍
中
将

七
月
廿
三
日
一
週
間
謙
脅
舎
林
凪
宜
信
正

十
一
月
十
日
組
山
へ
希
望
清
水
飽
山
信
正

問

思

想

の

蹄

結

k
A百
ぜ
銭

長
尾
祭
進
師

｝
一
月
十
六
日
感
怨
問
題
と
目
指
連
想
人

清
水
麗
昇
防

一
一
一
月
サ
四
日
脚
州
民
の
使
命
大
迫
陸
軍
大
将

天
国
晶
無
窮
本
開
仙
太
郎
氏

虫
Tr．
安
凶
論
の
運
動

飯
田
選
議
氏

右
の
方
々
に
封
L
て
深
〈
感
謝
す
講
演
郊
の
報
管

K
L
て
諸
君
の
一
勝
ル
詳
認
ぜ
“
ば
な
ら
ぬ
の
て

ゐ
る
が
千
捷
一
律
式
の
報
世
帯
で
民
事
足
ら
？
将
来

内
外
共
に
充
貸
し
た
寅
賞
た
溌
表
す
る
事
与
曲
川
慣

主

す

る

（

T
生）

T
e
A置
E

・E・－B
E
l
t－

－
運
動
部
か
ら

今
mv
感
ん
に
宮
土
、
ア
U
V

プ
句
ん
な
ど
の
山
鳥
晴
朗
破

る
企
て
江
湖
海
上
に
短
艇
滋
泳
や
競
ひ
各
種
の
運

動
は
圏
内
や
狭
L
K
Lて
園
内
固
に
護
嵐
t
堂
々
と

闘
際
的
競
技
に
加
は
っ
て
大
に
其
の
覇
や
争
ふ
嫌

に
な
っ
れ
勇
耽
な
る
闘
民
の
意
気
は
斯
ふ
一
五
ふ
慮

に
臨
時
輝
d
u

ら
あ
、
・
c
同
時
に
健
全
な
る
体
躯
と
精

紳
と
の
所
有
者
は
斯
う
L
て
遺
リ
ゐ
げ
h

れ
あ
。

何
事
る
ず
る
に
も
身
体
が
基
礎
k
な
る
こ
と
は
い

ふ
迄
も
な
い
が
常
に
探
屋
の
申
で
青
白
い
闘
や
L

て
献
ま
っ
て
反
る
僚
で
民
身
体
か
緩
弱
に
な
叫
意

気
は
消
沈
L
て
L
ま
ふ
ぱ
か
リ
で
わ
忌
殊
に
青
年

K
Lて
之
ほ
Y
』
哀
は
な
い
‘
宇
は
り
筋
骨
還
L
い

刷
出
い
顔
が
現
代
の
岡
家
に
も
宗
門
に
も
要
求
ぜ
ち

る
、
演
で
あ
ら
ふ
主
思
ふ
・
こ
の
意
味
に
於
て
大

い
に
退
勤
や
目
下
る
べ
き
で
ゐ
る
、
奨
励
す
る
の
ゐ

待
っ
て
仕
方
な
L
の
運
動
で
同
鈴
川
其
好
圃
唱
が
な
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い
＼
吾
楓
山
で
も
白
猿
的
だ
運
動
家
ら
望
ん
で
ゐ

る
目
下
進
取
的
の
国
連
に
際
L
吾
々
は
最
も
ト
八
告

な
使
命
を
帯
ぴ
て
ゐ
る
比
百
責
任
の
重
大
な
事
同
一

日
も
忘
れ
て
バ
な
ら
ね
宗
祖
り
御
調
一
却
の
歯
肉
分
の

一
・
な
リ
主
岡
市
さ
う
と
し
れ
な
ら
ば
い
と
う

L
て
織
田
切

な
体
で
反
ら
れ
4
う
須
く
大
皆
徳
勇
鍵
で
な
け
れ

は
な
ら
ぬ
獅
子
王
の
知
く
な
ら
ね
ば
な
ら
ね
・
枯
尚

拙
離
に
釘
勝
つ
れ
本
化
の
大
丈
夫
、
、
そ
男
の
中
の
大

剛
ガ
で
同
な
い
か
。
マ
ア
こ
ん
な
考
へ
は
全
員
諸
君

殆
λ
E御
同
様
で
あ
ら
う
が
吾
々
ロ
そ
れ
も
お
互

に
体
現
ぜ
ん
事
ら
切
望
す
る
も
の
で
あ
る
、
そ
れ

に
つ
け
て
も
我
運
動
部
は
情
け
な
い
様
な
感
が
ぜ

ωで
も
な
い
、
表
面
か
ら
見
る
と
い
か
に
も
英
俊

民
鋲
り
る
見
せ
？
に
現
朕
維
時
の
様
に
見
へ
る
け

れ
ど
も
其
貸
日
に
月
に
義
民
L
て
ゐ
ろ
の
で
あ
る

よ
り
以
上
護
展
ル
L
ょ
う
k
思
ふ
が
、
何
L
λ
一財

政
の
問
題
。
ら
・
同
国
の
関
係
上
止
む
私
得
な
い

貨
に
A
1
の
我
部
は
手
も
足
も
岡
山
ふ
様
に
出
ぜ
な
い

E
い
ふ
臨
格
、
然
L
此
僅
で
績
げ
て
行
く
事
は
出

来
な
い
が
「
伸
び
λ
と
欲
L
て
先
づ
屈
ぜ

4
」
の

筆
法
で
、
今
の

E
こ
ろ
、
貸
は
其
後
援
策
に
頭
痛

み
病
ん
で
ゐ
あ
鐸
で
ゑ
ち
妹
に
運
動
場
設
摂
、
田
町

宿
舎
の
新
設
等
は
昨
年
戸
月
下
勾
の
愚
生
大
舎
で

大
分
騒
々

L
い
問
題
や
起
L
て
常
局
に
肉
迫
L
其

設
畏
等
や
従

L
Kが
・
種
々
な
事
情
の
も

t
に
未

r其
賓
現
の
全
き
や
見
な
い
が
其
の
端
緒
は
す
で

に
あ
ち
は
れ
か
け
て
ゐ
る

A
去
年
の
四
月
か
ら

運
動
部
と
し
て
は
大
し
れ
仕
事
も
な
い
が
餓
棒
の

修
繕
目
下
遊
動
木
の
新
設
等
で
あ
る
‘
庭
球
は
八
、

丸
、
十
月
頃
は
殆
λ
ど
テ
エ
ヌ
狂
と
も
い
ふ
べ
き

有
様
で
雨
の
降
ら
な
い
日
は
毎
日
前
1
ゅ
の
音
が

組
問
へ
な
か
勺
れ
そ
れ
で
其
庭
球
が
チ
ヤ
V
準
若
干

名
の
官
時
期
物
の
様
に
な
っ
て
テ
ニ
ス

L
A下
ら
な
い

人
に
は
一
向
趣
味
が
な
い
．
な
る
べ
く
曾
員
一
般

に
趣
味
や
持
れ
ぜ
れ
れ
い

k
い
ふ
の
は
常
か
ら
言
っ

て
ゐ
れ
事
て
あ
る
二
，
A

な
具
合
ピ
ゐ
る
か
ら
ポ
ー

ル
の
使
用
は
彩
L
く
多
か
つ
れ
そ
れ
は
運
動
の
わ
h

め
寧
あ
パ
ザ
J
F
も
結
構
H
h
が
裏
の
品
川
敏
へ
股
線
さ

ぜ
て
蜘
ら
λ
顔
の
人
も
あ
る
・
そ
れ
が
れ
め
舎
員

の
一
部
か
ち
は
不
平
も
起
き
小
言
も
出
れ
が
全
〈

無
理
な
ら
ね
事
主
思
ふ
A
号
衡
の
場
所
の
ぜ
い
か

矢
の
簸
入
り
や
勘
定
［
て
か
．
サ

y
dハ
甲
振
は
な

い
そ
れ
に
ワ
け
て
も
大
い
に
射
士
の
官
設
や
希
望

し
て
止
ま
な
い
1

の
で
あ
る
A
輩
飢
な

E
は
五
六
の

人
一
か
時
々
、
問
の
抜
け
れ
様
な
木
刀
の
音
ぽ
か
り

そ
れ
L
今
は
普
さ
へ
d
u

ぬ
有
様
A
五
月
十
五

H
t

り
曾
則
第
十
脇
陣
に
準
じ
て
五
泊
六
日
の
旗
定
て
伊

豆
伊
東
方
面
に
聖
跡
参
拝
や
行
な
つ
れ
・
粂
ね
て

箱
供
向
肺
陶
磁
も
試
み
れ
旅
行
中
夜
間
の
道
路
布
教

は
非
常
な
Z
好
成
緩
存
修
め
れ
再
委
細
は
記
事
中

に
あ
り
〉

A
十
一
月
七
日
校
旗
樹
虫
式
や
粂
ね
て

陸
上
大
運
動
舎
や
校
庭
で
開
催
L
h午
前
八
時
祖

師
堂
に
て
厳
か
な
樹
立
式
法
要
が
ゐ
つ
れ
れ
、
終
っ

て
院
長
貌
下
よ
り
親
L
く
校
旗
の
授
奥
わ
り
校
旗

々
手
・
と
し
て
小
限
岡
龍
教
君
が
奉
持
L
護
衛
に
は

各
級
身
長
や
以
て
L
隊
伍
整
々
校
庭
に
暗
証
み
曲
学
生

全
部
校
旗
に
鈎
L
て
最
敬
砲
や
行
ぴ
今
日
只
今
P
ふ

り
組
山
健
児
の
V
U
J
ポ
ル

K
L
て
堅
い
警
戒
骨
抜
て

れ
、
街
身
延
青
年
商
総
代
K
L
て
遠
藤
久
雄
氏
の

祝
詞
の
期
設
が
め
っ
て
樹
政
式
は
終
つ
れ
、
績
い

て
議
勝
運
動
部
長
の
関
舎
の
務
わ
り
午
前
十
時
青

空
に
響
く
銃
聾
の
一
護
主
同
時
に
運
動
舎
の
J

町
議

は
切
ら
れ
れ
の
で
あ
る
・
観
客
は
倣
め
て
少
数
で

あ
つ
れ
が
波
剰
な
る
健
児
め
意
気
は
高
い
秩
の
空

か
衝
M
N

ん
勢
ひ
に
て
・
7

一
グ
ラ
ム
の
遜
り
競
技
は

進
行
L
大
．
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
各
自
思
ひ
／
＼
の
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マ
1
9
4骨
輝
か

L
殊
に
五
年
級
の
勇
敢
ゐ
る
融
市
隊

の
点
目
律
k
舎
報
所
か
ら
溌
仔
す

Z
記
事
宇
漫
粛
は

此
日
の
呼
物
で
あ
つ
れ
午
後
に
な
っ
て
漸
〈
混
雑

L
て
来
れ
午
後
の
競
技
同
観
察
の
叫
び
や
ら
管
経

地
点
の
ヨ

1
4
7
ス
O
ら
で
非
常
に
盛
大
に
な
っ
て
来

h
．
大
き
な
男
が
倒
れ
れ
り
走
つ
れ
り
亦
無
精
糸

な
可
愛
ら
L
い
小
事
生
の
遊
戯
等
が
あ
つ
れ
最
後

に
異
袋
百
出
の
仮
装
行
列
日
は
御
瞬
間
の
宙
返
り
観

客
は
百
雷
の
響
〈
様
な
叫
ぴ
ゃ
あ
げ
て
御
山
が
震

へ
ろ
程
た
つ
れ
午
後
五
時
御
民
晶
円
前
で
純
念
撮
拶

が
わ
っ
て
議
議
三
唱
し
て
散
舎
や
告
げ
れ
血
街
今

後
常
部
の
希
望
k
し
て
は
海
山
あ
る
が
主
な
ろ
も

の
運
動
場
の
設
置
が
一
番
の
念
た
要
す
る
仕
事
そ

れ
に
つ
れ
て
基
本
体
操
の
賓
施
、
出
来
得
る
な
ら

ば
体
操
や
正
科
に
し
て
欲
し
い
、
。
っ
ぱ
り
一
際

「
昌
摘
も
付
げ
」
目
下
行
進
な
H

と
は
mγ

る・へ

L
K恩
ふ
、

そ
れ
は
一
寸

L
K集
合
で
も
其
心
得
が
な
い
か
ら

不
休
殺
で
仕
方
が
な
い
．
飽
か
ら
見
て
全
〈
児
苦

L
い
亦
自
分
て
も
気
持
が
惑
い

k
思
ふ
細
目
に
波

れ
ば
種
々
あ
ろ
が
、
、
れ
位
に
L
て
置
か
、
よ
布
教
曲
学

校
H
い
か
ら
、
信
院
生
活
ら

L
て
ゐ

Z
が
ら
、
そ
ん

な
運
動
は
不
必
要
H
h
、
な
H
C
い
ふ
人
は
運
動
の
償

値
や
解
L
な
い
人
で
あ
る
ま
い
か
、

要
す
る
に
吾
々
同
大
い
に
食
ひ
、
大
い
に
翠
ぴ
、

大
い
に
運
動
す
べ
き
で
わ
る
・
出
苧
’
b

・
、
れ
等
．
V
吾

々
国
学
生
時
代
の
急
務
で
体
や
批
健
に
す
る

k
い
ふ

の
も
騒
な
報
恩
生
活
の
一
分
で
あ
る
「

T
K
生〉

l
i
l
i－
－

s
E
J
A
e
T
U晶
1
1
1
1
1
h

金
品
寄
贈
岩
芳
名

不次
Ii［司第

大
正
八
年
度

一

金

事

国

事

院

一

金

堂

国

同

一

金

蜜

園

同

一
金
壷
図

一
金
禁
固

一
金
多
国

一
金
武
国

一
命
武
闘

一
金
紙
国

一
金
晶
君
国

一
金
五
回

一
金
五
回

大
潔
玄
－
章
殿

高
潮
教
問
殿

伊
藤
海
開
殿

泉

義

敬

殿

森

亮

摘

出

殿

菊
池
泰
旭
殿

太
田
日
定
殿

小
林
か
め
殿

木

村

か

れ

殿

鎌
倉
貝
山
師
外
四
名
殿

東

京

景

山

俊

雄

殿

東
京
市
加
勝
安
四
印
刷
殿

本神 i司同
戸

院市

小

林

殿

結
城
端
光
殿

遠
藤
是
妙
殿

高

倉

さ

4
殿

田
中
い
そ
殿

八

木

嶺

賢

殿

山

間

義

脅

殿

太
同
日
定
殿

藤
関
東
携
殿

故
服
部
慈
海
殿

貴
家
是
俊
殿

撃

院

教

師

課

一

同

殿

山

梨

臥

奥

野

婆

山

殿

撃

院

藤

田

発

肇

殿

様

演

市

加

藤

ゐ

さ

殿

東

京

市

猪

口

海

静

殿

秋

田

勝

藤

田

支

遜

殿

大
正
九
年
度
到
畑
時
十
年
一
月

阿
部
む
め
殿

布
施
り
う
殿

長
融
制
東
洲
殿

前
開
務
官
ザ
殿

一
金
戒
周

一
金
壌
国
五
捻
館

一
金
版
図

一
金
拾
図

－
金
五
回

一
金
五
国

一
金
壷
闘

一
金
威
園

↓
金
武
国

一
金
拾
圏

一
金
霊
園

一
金
拾
魁

－
金
雪
国

一
金
武
圏

一
金
五
圏

一
金
豊
岡

一
金
五
回

一
金
王
国

一
金
利
回

一
金
拳
闘

同墜
院

甲
府
市

本

院

興

樟

血
甲
院

東
哀
市
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一
金
五
回

一
金
参
回

一
金
央
会
図

一
金
拾
五
一
関

一
金
零
図

一
金
武
同

一
金
五
回

一
金
五
回

一
金
五
回

一
金
堂
同

一
金
堂
凶

一
金
童
図

一
金
五
閥

一
金
武
園

一
金
武
図

一
金
五
回

－
金
参
悶

一
金
武
随

一
金
五
潤

7
2参
凶

佐
賀
市

東
京
市

園

学

院

静
岡
将

事

院

山
梨
将

来
京
市

山
梨
勝

北
海
道

山
梨
膝

事

院
山
梨
隊

東
京
市

静
岡
照

準

院
大
阪
府

東
京
市

本

山

山
製
豚

棋

院

久
悼
曲
与
、
正
殿

見
嵐
山
内
諸
機
殿

楓

穏

淳

殿

同
中
智
撃
般

水
野
潮
畠
H
股

内
藤
曲
掛
け
諸
問
殿

田
村
日
鳳
殿

深
津
混
然
殿

高

木

き

く

殿

坂
本
玄
議
H

殿

宇
阿
川
線
雨
宮
殿

佐
野
菜
重
殿

清
水
龍
山
肌
胤

外
玉
名

望
H
A

宗
挺
駁

水
野
湖
一
昔
殿

森

亮

謹

殿

景

山

発

雄

殿

太
田
日
定
殿

大
体
房
澄
弟
殿

小
川
友
南
殿

い
山
一
一
春
季
一
修
皐
一
族
行
保

金
品
寄
附
者
御
芳
名

一

金

五

回

米

盟

事

院

院

長

貌

下

殿

一

金

参

国

平

林

秀

光

殿

一

金

気

回

沼

浄

妙

海

寺

殿

一

金

拾

園

玉

深

妙

法

事

寺

殿

一

会

央

基

調

妙

厨

守

殿

一

金

参

闘

伊

東

靭

光

寺

殿

一

金

五

回

同

仰

現

寺

殿

一

金

五

闘

同

前

回

亀

宮

殿

一

一

勝

常

沼

津

妙

海

寺

殿

一

同

上

閥

抗

。

鹿

児

寺

殿

一

泊

同

上

玉

津

妙

法

ク

寺

殿

一

一

泊

伊

東

寺

院

御

一

関

殿

一

汽

船

伊

東

前

聞

晶

主

口

殿

一

一

泊

小

田

原

寺

院

御

一

同

殿

一

茶

菓

箱

根

本

法

寺

殴

一

一

泊

三

島

妙

行

寺

照

一

一

緋

常

富

士

白

五

凶

殿

日
経
秋
季
陸
上
蓮
動
曾

金
品
寄
附
者
御
芳
名

一

金

拾

五

回

本

院

殿

一

金

拾

凶

院

長

狽

下

殿

一

金

五

回

脚

本

教

頭

殿

一

金

五

岡

大

野

舎

計

殿

一

金

参

一

脇

本

執

事

殿

一

金

参

困

杉

本

執

事

殿

一

金

晶

君

岡

小

松

執

事

殿

一

金

九

回

数

師

諜

御

一

国

側

殿

一

金

五

郎

党

林

坊

殿

一

金

五

回

武

弁

坊

殿

一

金

五

悶

玉

屋

殿

一

金

五

回

新

玉

屋

殿

一

金

五

回

橋

本

千

代

殿

一

金

委

関

支

院

中

殿

一

念

季

国

身

延

青

年

閣

般

一
金
品
雰
囲
利
松
＋
申
一
白
殿

一

金

武

闘

清

水

坊

殿

一

念

試

関

問

中

国

庫

殿

一

合

点

凶

富

士

自

主

凶

間

際

名
宵
屋

( 92ヲ



一a盆
山
且
川
削

一A
笠
由
草
一

闘

一
金
登
閥

一
金
堂
闘

一
金
萱
闘

一
，
盆
由
単
嗣

一
，
』
晶
萱
閥

一
金
昌
亙
関

一A

笠
嵩
皿
闘

一
夙
盆
十
日
副

一
，
笠
蛍
図

一，
一A

笠
萱
閥

－4
屯
萱
図

一
鳳
盆
登
図

一
．
金
萱
固

一a

危
畠
胤
固

一
金
晶
軍
闘

一
金
占
電
凶

一
金
蜜
闘

一
，
曾
車
草
図

一
金
五
拾
蛇

制
作
間
相
官
烹
鮫

葉
山
丈
太
郎
殿

丸
山
海
昇
殿

川
間
口
是
鋪
線

描
唱
穂
亭
殿

早
野
目
下
す
殿

法
雌
発
泰
股

大

林

房

殿

妙
石
田
町
殿

松

司

軒

殿

佐
野
嘉
重
殿

秋
山
玄
東
殿

上
回
英
倫
殿

凶
草
田
町
殿

松

井

房

殿

闘

賞

守

殿

本
仔
同
町
殿

竹

之

惨

敗

法
h

芳
一
苧
殿

山

w
村
瑞
fFF
殿

大
野
郵
便
局
殿

悩
央
山
階
段

一
金
一
企
鈴
岨
四

一
金
五
拾
銭

一
h

d

J

力
チ

E
7
一
日
制

跨
泉
－

w殿

山

本

房

殿

山

岡

屋

殿

以

t
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